
宇都宮市立宝木小学校 第５学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

70.5 71.5 70.4
70.0 67.0 66.9
56.3 57.6 55.0
46.7 50.2 51.1
55.1 57.0 56.3
50.4 53.8 53.6
67.6 68.0 67.4
65.4 66.3 65.4

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

数量関係

平均正答率は，県の平均と比べやや低い。
〇四則の混じった式の計算順序を問う問題は，５９．
４％の正答率であり，県の平均とほぼ同じだった。
●折れ線グラフと棒グラフを読み取り，それを根拠に
理由を説明する問題では，正答率が１４．９％と低
く，県と比べても３．９ポイント低く，無答率は３８．
６％であった。

・これまで以上に，他教科や学校生活の様々な場面で，表
やグラフを読んだり表したりする活動を取り入れ，表やグ
ラフを正しく読み取る力を育てる。また，読み取ったことか
ら考えられることを文章でまとめる学習も取り入れて，資
料を分析する力を育てていく。

量と測定

平均正答率は，県の平均と比べやや高い。
○１８０°より大きい角の求め方は正答率８１．２％
で，県より７．２ポイント，身近にあるもののおよその
面積を問う問題は正答率５３．５％で，県の正答率を
１５．１ポイント上回っている。
●分度器の目盛りの読み取り方を問う問題では，県
の正答率とほぼ同じであったが，正答率が６５．３％
とやや正答率が低かった。

・角については，９０°，１８０°について着実に理解させ，
およその角度を予想してから分度器を使って様々な角度
の測定を練習させて定着を図っていく。

図形

平均正答率は，県の平均とほぼ同じである。
〇四角形の対角線の性質の理解を問う問題では，
正答率が６８．３％で県より８．５ポイント高く，直方体
のある辺に垂直な辺の理解を問う問題では，正答率
が７６．２％で県の正答率１１．３ポイント上回った。
●地図から情報を読み取り平行四辺形の特徴を
使って2つの道のりが等しくなる理由を説明する問題
では，正答率が８．４％で県より７ポイント低く，無答
率は１６．８％であった。

・図形の学習でこれまで進めてきたように，具体物の操作
を通して実感的な理解を伴った学習をさらに推進していく。
・授業内では，言語活動を取り入れてきたが，グループで
自らの考えを整理し話す場面を設定するだけでなく，当初
の自分の考えや話合いの結果をしっかり文章としてまとめ
る場面を設定していき，文章で説明することの定着を図っ
ていく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

数と計算

平均正答率は，県の平均とほぼ同じである。
○基本的な計算問題はいずれの問題も６割以上の
正答率であり，特に３けた÷２けたの正答率は７ポイ
ント，小数第一位＋整数１２．２ポイント，真分数＋帯
分数の計算は５．５ポイント，県の正答率を上回って
いる。
●倍とわり算の文章問題を表した図の構造をとらえ
る問題では，８．５ポイント下回っており，課題が見ら
れる。

・計算の技能の定着を図るための取組が功を奏している
ので，引き続き行うとともに，子どもたちに苦手意識の強い
わり算などについて日常生活との関連から興味関心をも
たせるような授業の工夫や課題提示を行っていく。

観
点

算数への関心・意欲・態度

 数学的な考え方

  数量や図形についての技能

  数量や図形についての知識・理解
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